
様式２　令和5年度新座市学校評価システム　　　　 自己評価書【本評価】
新座市立 大和田小 学校

1

学校は、働き方改革を進めるため、校務分掌や
教育課程等を適宜見直し、教職員の意識を高め
るよう組織的に取り組んでいる。

2.53 B

2

学校は、児童生徒の発達の段階に応じた適切な
配慮を行い、一人一人にとって最適な学びを提
供するよう努めている 。

2.79 A

1

学校は、児童生徒が学習内容の理解を深めるこ
とができるよう、指導と評価の一体化を重視した
授業を展開している。

2.71 A

2

学校は、ＩＣＴを有効に活用し 、発達段階や学
力・能力に即した学習指導を行っている。 3.00 A

1

学校は、児童生徒が友達や教職員・来校者に進
んであいさつする環境を醸成している。 2.29 B

2

学校は、児童生徒一人一人が個の特性を認め
合って学校生活を送ることができる環境を整備
している。

2.71 A

1

学校は、体育や部活動、休み時間などを通じて、
児童生徒が意欲的に運動に親しむような取組を
行い、体力向上に努めている 。

2.56 B

2

学校は、事故や不審者の侵入等の緊急事態発生
時に適切に対応できるよう、危機管理マニュアル
等を作成し、迅速に対応できる体制を整えてい
る。

2.59 B

1

学校は、学校だよりやホームページなどで、教育
活動の様子や成果・課題などについて定期的に
情報提供している。

3.03 A

2

学校は、保護者や地域と連携した活動を計画的
に実施している。 2.85 A
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